
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

裏面へ続く 

令和 2年度第 2号（令和 2年 11 月発行） 

 

(公財) 奈良市生涯学習財団 

伏 見 公 民 館 

〒631-0841 奈良市青野町二丁目 13 番 4 号 

TEL・FAX 0742-45-9864 

E-mail fushimi@manabunara.jp 

 

 

和菓子の時間 

日時：１月１５日（金） 

   １３時～１５時３０分 

内容：１月の和菓子、花びらもち作り 

講師：和菓子の会より 

対象：市内在住の成人  

定員：８人 

参加費：１,０００円 

 

１月限定の和菓子を作ってみませんか？

和菓子作りが初めての方でもご心配はい

りません。作ってみたい！その気持ちが

あれば大丈夫です。少人数ですので、ゆ

ったりと作れます。 

 

締切：１２月２２日（火） 

懐かしの映画会 

毎年恒例の懐かしの映画会です。 

上映映画は、スティーブン・スピルバー

グ監督作品の「E．T．」です。こころあた

たまる時間をお過ごしください。 

最近、伏見公民館が小さな駅舎のように思えてなりません。女性フォーラムやみやび学級をはじめ人気のある

講座があるときはフォームが人で満ち溢れ、その人の波が通り過ぎると、駅舎はいままでの喧騒が嘘だったかのよ

うな静寂に包まれます。最近は、「伏見こども食堂」や「３Ｂとっとこクラブ」など幼いこどもを連れた若い保護者の

参加も増えて活気にあふれてきました。老若男女さまざまな人が訪れ、言葉を交わしながら通り過ぎていくことのく

り返しです。そのような中、ロビーや窓口などでいろいろな人と言葉をかわし、より親しみやすい伏見公民館駅舎

をめざしてきました。 

玄関には、7 つの菊の鉢植えが並べてあります。地域の方のご厚意によって秋をより感じさせてくれます。中でも

紅色の菊が気にいっています。そして、敷地には真っ赤に染まったもみじ、黄金に色づいた銀杏、緑色を帯びた

樫の木が一列に並び、利用者の皆さんにも秋を感じてもらうことができます。しかし、私にとっては、もみじと銀杏と

樫の木が信号機に思えます。今、もみじの赤と銀杏の黄金が美しく思えると同時に、「立ち止まれ」「注意」を物

語っているように思えてなりません。 

さて、日々の生活を振り返ると「四苦八苦」のくり返しです。「四苦」とは、仏教の教えで「生きていく苦しみ」「老

いていく苦しみ」「病の苦しみ」「死に対する恐怖と不安」です。すなわち、私たちの 

人生は、思い通りにならないことから感じる苦しみの連続かもしれません。そして、その 

苦しみの原因は煩悩から派生しています。その煩悩の数は 108 個すなわち除夜の鐘 

になります。ある人に聞いた話ですが、それらを次の計算式に落としこむことができます。 

4×9+8×9=108 ということでとても興味深いものです。もうすぐ伏見公民館駅舎のもみじも 

銀杏も葉を落とし、冬に向かいます。皆さんご自愛ください。            井貝 

日時：１月１６日（土） 

   １３時～１５時 

内容：映画「E．T．」の上映 

対象：市内在住の成人  

定員：３０人 

参加費：無料 

 締切：１２月２２日（火） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクルコーナーの利用について、 

再度確認をお願いします。 
 
①トレイ   卵パック、お惣菜のトレイ、レト 

ルトご飯のパック等パキッと手で 

割れないものは該当しません。 
 
②ペット   キャップとラベルは、取ってく 

ボトル   ださい。   

③缶     軽くすすいでください。 

④ビン    ビンの回収はしておりません。 

 

リサイクルコーナーについてみなさんが気持ちよく

利用できるよう、ご協力をお願いいたします。 

伏見みやび学級 1０/２１ 

こちらも本年度４回目の開催。昨年度の３月にご

依頼していました忠三郎狂言会の山本善之さん

が、念願かなっての来館です。とてもお若い方です

が、小学生より修業をはじめられており今や立派

な狂言師になられています。能と狂言のちがいや、

面（おもて）の説明、舞台についてなどを映像を交

えてお話しいただきました。途中山本さんの指導

のもと声出しの体験もさせていただき、普段体験

することのないことができました。また質問の時

間には、様々な声があがり回答しにくい内容も率

直にお話しいただいたので、みなさんにとって狂

言を知るよい機会となったようでした。きらきら

とした強い意志が感じられる若いパワーあふれる

講師でした。 

秋が深まり、木々の葉が美しい彩りを見せてくれ

た 11 月。足元に広がる自然の絨毯に冬の扉が開

きはじめたことを知る。この時季は訪れる冬に向

け、こころの中に雫を閉じ込める。これが私の冬

支度。秋の休日、野山で子どもたちが手にした木

の実たち。静かに部屋にこもること 1時間。まっ

すぐな瞳で差し出されたちいさな手。そっと広げ

ると･･･。ほぉ。帽子つきどんぐり。ひとつずつ

語られたどんぐり一家はどうやら我が家の住人

らしく、愛らしい表情を見せる。こどもたちのキ

ラキラした瞳とどんぐり一家がこころに透きと

おった雫をおとし、こころがゆるむ。あたたかな

冬を過ごせる予感。これからはじまる冬の小さな

幸せ時間が待ち遠しい。      脇本                                 

            

           

伏見女性フォーラム 11/１０ 

本年度４回目の開催。今回はサックス奏者兼ボー

カリストの女性と、ギターリストの男性グループ

PATRIA さんをお招きしました。みなさんよくご

存知の名曲をジャズ風にアレンジしてちょっとオ

シャレな雰囲気にしたり、サックスとギターのセ

ッションをしたりと、他にはない PATRIA さんの

世界を楽しんでいただきました。サックスは、オー

ソドックスなソプラノとあまり聞きなれないアル

トで演奏いただき音色のちがいも知ることができ

ました。またギターリストさんは、ガットギターに

加えウクレレもお持ちいただいていたので、こち

らもギターとはちがった演奏を聞かせていただき

ました。生活に大きな変化がおこっている今、

PATRIA さんの「ささやかな幸せ」を大切にした

いという言葉が胸に響いたフォーラムでした。 

 


